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丸　山　孝　男
1スィスル・グローヴ
　ロソドンのすべての通りには名前がついている。ロソドンに名前のついた
通りが現れ始めたのは，おそらく，10世紀からであったろうと言われてい
る。人ひとりがようやく通れるか通れないくらいの，どんなに狭い路地でも
小道でも名前がついている。また，どんなに短くても，それが通りであれば
名前がついている。
　試しにロソドソの街路名を記した地図，London・A　to　Z（i）を見ると，街路名
は大小合わせれば，ざっと数えただけで5万ちかくになるであろう。街路
名の標識は，たいていは交差点や四つ角の建物の壁の高いところに打ち込ん
である。だから，地図さえ持っていれば，ロソドソの街をあてもなく俳徊し
ても道に迷うことはまずない。また，少しでも慣れてくれば，住所を聞いた
だけで，それがロンドソのどのへんなのか大体の見当がつく。
　夏のロンドンはアメリカ，ヨーロッパをはじめ，世界の各地から大勢の観
光客がやってくる。よく交差点や街角で観光客が地図を眺めながら自分の現
在地を確かめている光景に出会うが，これは長年にわたって繰り返されてき
たであろうロンドンの夏の風物詩でもある。
　伝統のある大都市であれば，当然，歴史を反映した街路名が多い。なかで
も，ロンドソはその最たるものだ。それぞれの街路名に趣や意味があるので
ある。その証拠に，何種類もの歴史と由来を説明した「ロソドソ街路名由来
辞典」が発行されている。
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　私が所有しているいちばん古い「ロンドン街路名由来辞典」は，なんと
100年以上も前に発行されたLondon　Street　Arames　by　E　H．　Habben（2）であ
る。布張りのハード・カバーで重厚な装丁は見事なもの。この辞典ひとつと
ってみても，ロンドンという都市の伝統と歴史の重みを感じさせる。
　「通り」であることを示す英語もさまざまだ。少なくとも30種類ぐらいは
あるであろう。よく使われるものに，Street，　Avenue，　Road，　Place，　Gardens，
Square，　Way，　Yard，　Mews，　Crescent，　Lane，　Court，　Park，　Groveなどがある。
　Mewsは，もともと「鷹の毛が抜け替わる際に鷹をいれておくかご」の意
味であった。その後，鷹狩りがすたれ，その跡に馬小屋が細長い路地の両脇
に並んだことから，この種の路地をMewsと呼ぶようになった。ロソドソ
の街を歩いていると，Mewsという名のついた通りがあちこちにある。かつ
ては，よほど鷹狩りが盛んであったのであろう。
　街路名には，その形状から名付けられたものもある。たとえば，Crescent
は文字どおり「三日月形の家並みの前の道路」に用いられている。この章の
タイトルのスィスル・グローヴ（Thistle　Grove）だが，　Groveは「森や木
立を背景にした通り」に用いられる。つまり，かつては「森に続く道」であ
ったのだ。
　ハムステッドのキーツ・グローヴ（Keats　Grove）は文学を愛する者だけ
でなく，観光客にもよく知られた通りであるが，その名のとおり，この通り
に住んだ詩人のジョン・キーッ（John　Keats）を記念して名付けられたも
の。ちなみに，Gillian　Bebbington編纂のLondon　Street　IVamesによれば，
Thistle　Groveは，‘‘The　name　must　once　have　been　descriptive．　This　used　to
be　a　country　lane　through　the　fields　to　Kensington　Village．”（3）と説明されてい
る。
　「まえおき」がずいぶんと長くなってしまったが，じつは牧野の作品に，
この小路を描いた風景画「スィスル・グローヴ」（Thistle　Grove）があるの
である。この作品は，彼の4冊目のエッセイ集である，My　Recollections　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧野義雄とロンドソ（4）　61
ReL17ections（4）r述懐日誌』に収められている。そして，このことについては，
真の友情というものはどうあるべきなのか。その真髄を教えてくれる重大な
秘密が隠されている。
2原撫松との友情
　牧野はロンドン滞在中いろんな日本人との付き合いがあった。英国社会で
有名になってから，いっとき日本人との付き合いを意識的に避けているとい
う噂も流れたが，原との厚い友情だけは終生変わることがなかった。英国に
ついて，宗教について，芸術について，人間性について，ときには夜中，あ
るいは翌朝まで激しい議論をたたかわすこともあったが，そのことによって
かえって友情が深まりこそすれ，2人の仲が疎遠になったり，決して壊れる
ことはなかった。
　ここで，原撫松について少し説明しておく必要があろう。原は慶応2年
（1866年）1月27日，岡山出石村（現岡山市）に原久則の長男として生まれ
た。幼名は熊太郎。明治13年（1880年），京都府画学校西宗科に入学し，優
秀な成績を収め，優等第1位で卒業する。早くも在学中に京都博覧会に出
品し，褒状を受ける。その後，中学校で教鞭をとったこともあったが，肖像
画を中心に絵画の研究に没頭する。
　明治29年に上京し，撫松の号を用い，伊藤博文，西園寺公望らの肖像を
描き始める。明治37年（1904年）イギリスに渡る。滞英中，レンブラソト，
ベラスケス等を模写し，オーソドックスな油絵画法を身につける。作品に
「影の自画像」「画家ヘンリー」「裸婦」などがある。
　2人がはじめて知り合ったのはロソドンである。お互いが将来に不安をか
かえた画家の卵であり，まだ修業の身であった。牧野は原との友情につい
て，こう書き記している。少し長いが，友情というものの本質をついている
と思うのであえて引用したい。
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　And　1　was　really　the　very　luckiest　one　when　1　met　with　my　compatriot
artist，　Busho　Hara，　in　London．　Our　friendship　was　that　of　water，　and　not
like　chocolate　or　syrup．　While　we　were　together，　we　used　to　talk　just　we
liked．　Very　often　we　were　ungrateful　to　each　other．　But　how　indispensa－
ble　he　was！Ihave　found　it　more　so　than　ever　since　he　went　back　to
Japan．　Whenever　I　met　with　happiness　as　well　as　sorrows，　or　whenever　I
saw　nice　views　or　any　subject　suitable　to　paint　or　any　interesting　people，
something　always　prompted　into　my　heart，‘‘Oh，　write　to　Hara．”And　ev－
ery　word　of　mine　was　responded　to　deeply　in　his　heart．　I　heard　more　than
once　that　he　too　said　to　his　friends，“When　I　write　to　Markino，1　always
scribble　any　words　handy　to　me．　It　is　quite　all　right．　He　will　grasp　my
meallings！”It　was　just　like　the　champion　players　of　the　tennis．
Whenever　I　threw　the　ba11，　he　was　ready　to　send　it　back　with軌is　racket，
and　I　did　the　same．　No　single　word　of　ours　was　ever　thrown　on　the
ground　and　wasted．1　am　well　proud　to　compare　our’friendship　with　those
of　the　ancient　Chinese　philosophers，　which　I　have　written　in　the　begin－
ning　of　this　chapter，（5）
　世に「友情論」は多く存在するが，これほどまでに核心に迫り，人の魂を
ゆさぶるような友情論はない。また，牧野独特の飾り気のない率直な英語，
巧みな比喩的な表現も新鮮にうつる。抽象論ではなく，まさに，体験からに
じみでた友情論である。
　　ロンドソ滞在中，牧野は生活の面で原からいろいろと援助を受けたが，牧
野がいちばん感心したのは，原の芸術家としてのひたむきな心構えであり，
たぐい稀なる彼の才能であった。
　原はターナー（Joseph　Mallord　William　Turner，1775－1851）に傾倒し，
彼の作品を高く評価していた。とくに，ターナーのデッサンの正確さを見抜
、
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いていた。ところが不思議なことに，牧野は原に会うまではターナーが大嫌
いだった。それどころか，原の前でターナーのことを「ペテソ師」とさえ呼
び，親友の原を大いに困らせたのである。
　また，原がターナーの話をするたびに，牧野は不快感をあらわにした。
「ターナーが好きになれなかったら，偉大な芸術家になれない」と，原から
熱っぽく説得されたが，牧野はまるで聞く耳をもたなかった。つまり，牧野
は独自の画風を完成させ，のちにフラソスの印象派にも多くの影響を与え
た，あれほどのターナーをまったく評価していなかったのである。
　原にしてみれば，このことが残念でならなかった。どうしてもターナーの
偉大性，すばらしさを牧野に知ってもらいたかった。それで，原は一計を案
じた。あるとき，原は昼食をおごるという口実をもうけて，牧野をテート美
術館（Tate　Gallery）に連れ出すことに成功したのである。テート美術館は，
とくにターナーのコレクションで有名だが，これは昔も今も変わりがない。
　「昼食の前にターナーを見たら，食欲がなくなってしまう」などといって，
牧野は相変わらず最後の最後まで毒づいたが，このあとすぐに異変がおこ
る。このときの心境を牧野は自叙伝のなかで，正直にこう告白している。
　Hara　led　me　into　the　Turner’s　room．1　cannot　express　my　feelings　1　had
at　that　moment．　Neither　my　Japanese　nor　my　English（very　sadly　both
are　quite　broken！）shall　be　able　to　express　it．　I　think　I　was　so　strongly　im－
pressed　by　those　wonderful　Turners　especially　because　1　began　to　strug－
gle　to　paint　my　favourite　London　fogs　at　that　time．　I　watched　one　picture
more　than　twenty　minutes，　then　I　had‘‘go　around，”then　I　went　back　to
some　certain　pictures　again．　Those　wonderful　atmospheric　effects！The
colours　were　breathing！The　tones　were　moving！Ihad　quite　forgotten
myself　until　the　closing　time　came．　I　noticed　somebody　was　standing　be－
hind　me．　Thinking　it　was　Hara，　I　began　to　talk　to　Japanese．　But　no　an・
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　　swer！Ilooked　back．　He　was　a　strange　English　man．　Where　was　Hara？
　　The　porter　said，‘‘Your　Japanese　friend　slipped　off　a　long　time　ago！”（6）
　原がとっくに下宿に帰ったのも気がつかず，まさに時間がたつのを忘れ，
閉館時間になったのも気がつかず，牧野はターナーに釘づけになり，我を忘
れてターナーの世界にどっぷりとつかったのである。
　牧野は単にヘソ曲りだったのか，それともただの食わず嫌いだったのか。
とにかく，牧野は原のおかげで，遅ればせながらこの日からターナーの熱烈
なるファンに変身し，彼の虜になってしまうのである。ターナーの微妙で豊
かな色彩感覚に魅了されてしまったのである。
　いちどなにかにはまってしまうと，牧野はまったくブレーキがきかなくな
ってしまうタイプの性格だ。熱血派であり，突進型なのである。なんと翌
日，牧野はあの大嫌いだったターナーの絵を見るために，原と一緒にナショ
ナル・ギャラリー（National　Gallery）に出掛けるのである。そこでは，ター
ナーの絵がどれもこれも以前とはまったく違った絵に見えたのだ。原のおか
げで，牧野はターナーの世界に一挙に開眼したのである。
3再びスィスル・ゲローヴ
　ここで，もういちど「スィスル・グローヴ」に話を戻そう。
　ある夜，牧野と原はステユディオから下宿先のシドニー・ストリート
（Sydney　Street）まで歩いて帰った。牧野が描いた絵からすると，彼らは，
シドニー・ストリートに向かってフラム・ロード（Fulham　Road）を歩い
ているときに，左手にスィスル・グローヴを見たのであろう。
　この小路の光景に思わず立ち止まり，息を呑んだ。そして，2人とも，こ
の絵になる光景に見惚れて，同時に「ちょっとスケッチさせてくれ！」と叫
んだのである。原はすでに鉛筆を取り出していた。原が牧野に「この光景を
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自分にくれ」というと，牧野は「2人の男が1人の女を同時に愛するわけに
はいかない。彼女は君にやる。」といって，快く原にこの主題をくれてやる
のである。だから，牧野はこの小路の光景が絵になる光景であることを百も
承知であったが，決して描かなかった。これこそ，原との友情の証なのであ
る。
　ところが，原もロソドン滞在中にスィスル・グローヴのスケッチを完成さ
せることができなかった。原はロンドンに3年間滞在したが，その後日本
に帰国することになる。帰国後も，2人は頻繁に手紙を交換する。それどこ
ろか，原は牧野の絵を日本で売るために力を貸すのである。
　しかし，原は帰国後はずっと健康がすぐれず，妻の献身的な看病にもかか
わらず，不治の病にかかり，牧野との再会を果たせぬまま帰らぬ人となって
しまう。原の妻が牧野に出した手紙によれば，原は死の直前まで，かすれる
ような弱々しい声で「絵が描きたい」と何度もつぶやいたという。そして，
まるで筆を持って絵を描いているように右手を動かし続けたという。
　やがて，その右手はかたく硬直し，まったく動かなくなってしまう。そし
て，深い眠りにつくかのように静かに息を引き取る。それは，1912年10月
27日のことだった。まだ46歳という若さだった。なんの野心もない，その
澄んだ死顔は生まれたばかりの子供のようであり，まるで神様のようでもあ
ったという。
　牧野が，これぞ友情の証として「スィスル・グローヴ」という主題を原に
くれてやったにもかかわらず，自らがこの小路をカンバスのなかに描かざる
を得なかった背景には，このようなやむにやまれぬ，身を切られるような悲
しみに満ちた事情があったのである。
　原の死後，この作品を完成させるために，牧野はどんな気持ちでスィス
ル・グローヴに向かったのであろうか。また，どんな気持ちで「スィスル・
グローヴ」を描いたのであろうか。絵の制作中，カンバスが涙で濡れなかっ
たのであろうか。おそらく，牧野のことだから，描いている間は，毅然とし
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た態度で涙ひとつ見せなかったであろう。一心不乱になって，絵の制作に全
神経を集中させたであろう。
　しかし，描き終わったあと，原との数々の思い出が走馬灯のように頭をよ
ぎったであろう。そして，込み上げてくる感情を抑えることができず，周り
のことなどまるで気にせずに，なりふりかまわず働契したのではあるまい
か。そして，その悲痛ともいえる泣き声がこの小路に何時間も響きわたった
のではあるまいか。
4不思議な体験
　じつは，この夏，私はロンドソで不思議な体験をした。今回のロソドンの
旅は，2週間という短いものであったが，私はその大半を古本あさりと，牧
野の下宿跡を訪ねることに時間を費やした。なにせ，牧野は半世紀近くもロ
ンドソに滞在したので，下宿先も東西南北と多岐にわたる。幸い，石造りの
建物であるということが功を奏してか，下宿先のほとんどが昔のままにその
まま残っている。
　まず，私が宿泊したアールズ・コートのホテルから歩いて15分くらいの
ところにあるレッドクリフ・ロード（Redcliffe　Road）39番地から調査を開
始することにした。ここは，牧野にしてははじめての比較的広くてゆったり
としたアトリエでもあった。部屋に差し込む光の具合も大いに気に入った。
　牧野はロソドンに住みついてから，日々の生活に追われ狭い部屋ばかりに
住んできた。換気も悪かった。ときには，衣服をしまっておくスペースさえ
なかったのである。連日何十軒も不動産屋を訪ね歩いてようやく見つけた，
この新しいアトリエ兼下宿先に牧野はよほど満足したのであろう。その名の
とおり，「私の新しいアトリエ」（My　New　Studio）というタイトルでモノ
クロのスケッチを描き，『述懐日誌』のなかに収めている。牧野にしてみれ
ば，新しいアトリエをどうしても原に見てもらいたかったのだ。ついでに，
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「コーヒー沸かし」（My　Coffee　Machine）というスケッチも描いている。
　絵に向かって，左側の壁には，全面にびっしりと絵が掛けられている様子
が描かれている。右側には，ふかぶかとしたひとり用のソファー。窓辺の丸
いテーブルの上の花瓶には花が一輪。これが絵全体に微妙なアクセントを与
えている。いかにも牧野らしい。床から天井まであるような，大きな2っ
の窓からたっぷりと差し込む，まばゆいほどの明るい日の光の状態もよく描
かれている。
　牧野がこのアトリエを借りるために契約を結んだのは，1912年11月27日
のことであり，原の死の直後であった。理想の新しいアトリエが見つかって
も，それを原に見せてあげれないことを，牧野はなによりも悲しく思う。
　次に，私がめさした牧野の下宿跡は，チェルシー（Chelsea）のシドニー・
ストリート68番地だった。牧野はこの下宿跡についてはめずらしくその全
体像を絵に残している。建物の表面から描いたものだ。やはり，モノクロの
スケッチで，「私たちのシドニー・ストリートの下宿」（Our　Lodgings　in
Sydney　Street）というタイトルがつけられ，前述した『述懐日誌』に収め
られている。
　牧野が借りたのは最上階の小さな部屋で，やがて原も同じ下宿に住むこと
になった。だから，タイトルとしてOur　Lodgingsという表現を使ったので
あろう。レッドクリフ・ロードからシドニー・ストリートまではそれほど離
れていなく，歩いて行ける距離だ。そこへ行くには，フラム・ロードを通る
のがいちばんの近道で，しかも一直線なのでわかりやすい。
　私はレッドクリフ・ロード39番地の下宿跡に未練を残しつつも，それを
写真に収め，フラム・ロードを歩き出した。最初は周りの街並，脇道，路地
などまるで気にせず，ただやみくもに歩き出したのだが，歩きはじめて5
分もしたであろうか。その時，虫の知らせというか，私はなんとなく左手の
小路に目をやったのである。そこが，なんと牧野が原に代わって絵に描いた
スィスル・グローヴだったのだ。
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　私は突然の出来事に絶句し，ただただ荘然とするばかりであった。牧野
が，今から87年前に描いた絵の光景が，突如として私の目の前に現れたの
である。しかも驚いたことに，アソグルといい，光景といい，87年前のそ
れとそっくりなのである。狭い小路の両側にひっそりと立ち並ぶ建物。道路
の中央部に立てられている街灯。
　たったひとつの違いといえば，牧野はこの小路を仲良く寄り添って歩いて
いるカップルを描いているが，私が見たときには閑散としていて，残念なが
ら通り過ぎる人はひとりもいなかった。それと，牧野がこの絵を描いたのは
秋も深まるころか，冬であったろう。その証拠に，街路樹の葉は落ち，むき
だしになった木の枝が寂しげに描かれている。
　牧野はこの絵を夜描いた。人の心を柔らかく包み込むような淡い色の街灯
の光がやさしいタッチで描かれている。私がこの小路を見たのは昼間だっ
た。私はナップザックからカメラを取り出して，無我夢中でシャッターを押
し続けた。
　私はうかつにも，牧野が描いた「スィスル・グローヴ」の絵の光景は，脳
裏に刻みこまれていたが，まさか，この小路がレッドクリフ・ロードからシ
ドニー・ストリートに向かうのに，フラム・ロードを通れば，その左手にあ
ったとは夢にも思わなかったのである。地図で下調べをするのを怠ったので
ある。
　しかし，今回の出来事を単なる偶然とは思いたくない。私は，この奇妙で
不思議な体験をロンドン漱石記念館館長の恒松郁生氏に興奮して話した。す
ると，彼は「牧野が呼んでくれたんですよ」といってくれたのである。スィ
スル・グローヴは，いまなお閑静でこじんまりとしていて，まさに「絵にな
る光景」だ。
　先に述べたように，牧野と原がこの光景を偶然目にしたとき，同時に「ち
よっとスケッチさせてくれ！」と叫んだのも無理はない。おそらく，絵心の
まったくない人でもスィスル・グローヴという，街路樹の生い茂る，この人
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通りの少ない閑静な小路に差しかかったら，思わず息を呑み，しばし立ち止
まるのではあるまいか。
　逆に，絵心が少しでもある人なら，手帳でもなんでも持ち合わせの紙を取
り出し，だまってスケッチを開始するであろう。
　今度は，秋か冬のさびれた雰囲気の，まるで絵から抜け出たようなスィス
ル・グローヴを是非見たいと思う。ロンドソの街を散策しているときに，は
っとするような横道，小路に出会うことが多いといわれるが，スィスル・グ
ローヴはまさにその代表格だ。
5　タワー・ブリッジ
　ロンドンにはたくさんの橋がある。「ロンドン橋落ちる，落ちる……」で
始まるイギリスのわらべ歌は，日本でもよく知られている。牧野はロソドン
の橋のほとんどを描いているが，「タワー・ブリッジ」（The　Tower　Bridge）
もそのひとつである。ただし，牧野はタワー・ブリッジの全体像は描いてい
ない。そうではなく，橋台，橋脚，橋床，ゴシック様式の塔など，橋の一部
分を描いている。しかし，この絵を見た者には，これがタワー・プリヅジで
あることが一目瞭然にわかる。あの円形のがっしりとした橋台がなによりの
証拠だ。
　例によって，深い霧にけむる光景もよく描かれている。橋の下を通り過ぎ
る，2，3の木造の小さな舟。牧野は橋を描くとき，まず，全体像は描かな
い。これは明らかに意識的だ。たとえば，「ウエストミンスター橋：春もや」
（Spring　Mist：Westminster　Bridge）という作品があるが，主題は橋ではな
く，タイトルのとおり朝もやであり，橋の上を行き交う人々の群れなのであ
る。
　「タワー・ブリッジ」は，タワー・ブリッジのほんの一部分しか描いてい
ないのだが，この絵を見た者に強烈なイソパクトが与えられ，そのイメージ
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が脳裏にやきつけられる。人の心をやさしく包み込むような，淡い色の使い
方も牧野の絵の特徴だ。
　他の絵についてもそうだが，牧野はある光景を目にしたとき，その光景の
全体像よりも強く印象に残ったもの，記憶に残ったものにだけこだわり，そ
れを描く。つまり，あるひとつの光景を大幅に，ときには大胆に省略，除去
してしまうのである。
　それと，これは勝手な推測だが，牧野があえてタワー・ブリッジの全体像
を描かなかったのは，自分の作品が絵ハガキ的になることを極端に恐れたの
ではなかろうか。画家がひとつの対象を選び，それをカソバスのなかに収め
るということはどういうことなのか，牧野は持論を展開する。
　As　everybody　expresses　his　or　her　emotion　with　the　words，　so　the　ar－
tists　express　their　emotions　with　the　colours　and　shapes　on　the　paper．　If
an　artist　dyes　the　paper　or　canvas　with　the　colours　just　as　the　nature　ap－
pears　to　him，　without　any　emotion　or　idea，　it　would　be　too　mechanical　al－
together，　There　would　be　no　feeling　and　no　life　in　his　picture．　It　is　some－
thing　like　a　guide－book．　If　the　guide－book　does　not　belong　to　the　litera－
ture，　surely　such　pictures　can　not　be　called‘‘art．”Ithink　the　artist　should
look　at　the　nature　carefully　and　digest　it　in　his　head　and　heart，　and　paint
out　his　emotion　which　he　gets　from　the　nature．（7）
　牧野に言わせれば，画家が自然を注意深く観察し，それを絵にするという
ことは，まさに感情表現以外のなにものでもないのである。
　ロンドンには美術館や博物館だけでなく，数えきれないほどの観光名所が
たくさんあるが，タワー・ブリッジは，まぎれもなくロソドソの象徴であ
る。ロンドンを訪れた人でタワー・ブリッジを見に行かない人はいないであ
ろう。このことは，昔も今もまったく変わりがない。だから，観光客めあて
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のタワー・ブリッジの絵ハガキには，必ずといっていいほど全体像が写って
いる。しかも，橋の中央部が観音開きになったときの光景だ。
　19世紀の輝かしい遺産のひとつであるタワー・ブリッジが完成したのは，
1894年7月のことである。全長880フィート，幅は49フィートある。タ
ワー・ブリッジの建設は，交通渋滞解消の解決策のひとつであった。
　完成に8年の年月を要し，かかった費用は当時の金で100万ポンドとも，
150万ポンドとも言われている。設計は建築家のサー・ホーレス・ジョーン
ズ（Sir　Horace　Jones）が当たった。技術主任は，ウォルフ・バリー
（Wolfe　Barry）。
　牧野が初めての画文集である『ロンドソの色彩』に収めるために，タワー・
ブリッジを描いたのは1907年頃。だから，牧野は，まだ比較的新しいタ
ワー・ブリッジを見たことになる。ノルマン風のロソドソ塔（Tower　of
London）を髪髭させるこの橋の威容に，牧野は目を見張り，溜め息をつい
たであろう。たしかに，イギリスの国民的様式ともいわれるゴシック様式の
2つの塔は，隣にあるロソドン塔とよく調和している。タワー・ブリッジは
まぎれもなく，太陽の没することのない大英帝国全盛期の作品である。
　ロンドン市内には，テムズ河を渡る橋が全部で17あるが，いちばん下流
側のタワー・ブリッジは最も有名である。背の高い船舶が姿を消し，いまで
こそめったに開かれなくなった橋だが，完成直後には1日に何十回も開い
たという。橋が下りたときには，橋を渡る荷馬車でこったがえした。現在で
は，1～2週間に1度程度開くらしい。それも祝祭日の景気付けのショーと
して。
　橋が建設された当初，観音開きの開閉駆動は石炭を炊き，蒸気エンジソに
よる水圧を利用したが，1975年からは電動式油圧駆動装置が使われてい
る。なにしろ，開く橋桁の重さは，それぞれが1000トソもある。旧式の開
閉駆動装置では，橋桁が跳ね上がるのに4分かかったが，新方式ではわず
か1分であるという。
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　新しい装置を取り付けたからといって，旧式の装置をいつでも使える状態
でそのまま残しておくというのもいかにも・イギリス的だ。歴史の街ロンドン
には，昔建造されたものがたくさんあり，現代にいたっても立派に通用して
いる。馬車の時代に造られたタワー・ブリッジが現代でも使われているので
ある。さらに，橋を跳ね上げる装置がこれまで一度も故障したことがないと
いうから驚きだ。
6　タワー・ブリッジにまつわるエピソード
　タワー・ブリッジにまつわるエピソードにもことかかない。1935年の12
月，ダブルデッカー（double－decker）がこの橋にさしかかったとき，なん
と橋が持ち上がり始めたのである。運転手は，もう戻れないところまで来て
しまっていると判断した。そこで，運転手はアクセルを力いっぱいに踏み，
バスを一気に加速させ，向こう側の橋まで3フィートの隙間を跳ぶことに
見事成功したのである。危機一発の状態でも機敏で冷静な判断が高く評価さ
れ，この運転手は勲章をもらったほかに，10ポソドの褒美をもらったとい
う。
　タワー・ブリッジは，ロンドン・ブリッジ（London　Bridge）とよく混同
される。1970年代に2代目のロンドン・ブリッジが架け替えのために撤去
されたとき，アメリカのさる石油業者が橋を買収し，アリゾナ州まで運び，
そこで組み立てた。ところが，この業者はてっきりタワー・ブリッジを買っ
たと思っていたのだという。この話の真否は確かめようもないが，ロンドン
っ子はいまだにこの話を信じているという。
　古き良き時代の話だが，1934年には，タワー・ブリッジのそばの岸辺に
公営の水浴場が設けられた。大人も予供も，みんな水浴び水泳を楽しんだ。
橋が開閉するたびに大きな歓声が沸き起こったことであろう。これは，
1950年代までつづいた。
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　r100年前のロンドソ』には，タワー・ブリッジの開通式のときの写真が
掲載されている。テムズ河に浮かぶ船という船には，所狭しというばかりに
鈴なりに人が乗っている。みんな甲板に立っている。橋の完成を祝福する群
衆の声が大空に木霊し，いまにも聞こえてきそうだ。
　たくさんの汽船が参列するなか，スマートで威容を誇る王室ヨヅトのトリ
ニティ号が，いままさに橋の下をゆっくりと通過しようとしている。これ以
上の舞台装置はない。橋の南側の岸辺にも北側の岸辺にも足の踏み場もない
くらいに大勢の群衆が詰めかけたに違いない。
　橋桁はほとんど垂直に開いている。まさに，橋が天空に向かって饗え立っ
ているという感じだ。「世界の工場」といわれ，繁栄を謳歌する大英帝国。
人間の力が自然を征服し，工学技術の輝かしい勝利ともいえるタワー・ブリ
ッジの開通式は，国をあげての一大イベントになり，さぞかし盛大に行われ
たに違いない。
　最後に，牧野が描いた「タワー・ブリッジ」は，画家としての牧野にしか
見ることのできなかった，あるいは牧野にしか構築することのできなかった
タワー・ブリッジなのである。あくまでも，牧野という「レソズ」を通して
見たタワー・ブリッジなのである。感情表現の産物としての「タワー・ブリ
ッジ」は，すぐれて牧野独自の世界であり，牧野の魂そのものなのである。
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（6）Yoshio　Markino，　A　fapanese　Artist　in　London（Chatto＆Windus，1910）p．　143
　　この著作についても恒松郁生氏による翻訳書『霧のロンドン』（サイマル出版会，
　1991）が出版されている。翻訳書には，原書にはない牧野の写真だけでなく，絵も
　収められている。とくに，巻末の詳細な「牧野義雄・略年譜」は，牧野義雄を研究
　する者だけでなく，牧野の作品の愛読者にとっても必須のものである。
（7）Yoshio　Markino，　My　Recollections　and　Reflections，　p．207．
〔参考文献〕
『ロンドン』（同朋舎出版，1994年）
『100年前のロンドン』（マール社，1996年）
成瀬輝男『ヨーロッパ橋ものがたり』（東京堂出版，1999年）
渡辺和幸『ロソドン地名由来事典』（鷹書房プレス，1998年）
豊田市郷土資料館監修『牧野義雄物語』（豊田市教育委員会，1999年）
『近代日本美術事典』（講談社，1989年）
Geoffrey　Fletcher，　London　’s　River（Hutchinson　of　London，1966）
Kathleen　Fidler，　The　Thames　in　StolS，（Epworth　Press，1971）
Peter　Bushell，　London　’s　Secret　His　to勿γ（Constable，1983）
S．Fairfield，　The　Streets　of　London（Papermac，1983）
John　Field，　Place－Names　of　Greαter　London（B．　T．　Batsford　Ltd．，1986）
John　Coulter，　London　of　One　Hundred　Years　Ago（Sutton　Publishing，1999）
（まるやま・たかお　商学部教授）
